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社会科開始学年におけるヒストリー学習・メタヒストリー学習の構成

－小３「市の様子の移り変わり」をいかして－
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要約：本稿は，2017年告示の小学校学習指導要領に基づく中学年社会科教育の脈絡に

おいて，メタヒストリー学習をどうスタートさせることができるか，第３学年の内容

(4)「市の様子の移り変わり」の単元開発によって明らかにしようとするものである。

社会科開始学年において小学校学習指導要領にこたえつつ，さらに身のまわりの広義

の歴史に対する疑問の眼を育むことができるようにするため，初発的なヒストリー学

習・メタヒストリー学習の１つのモデルを甲府市内の小学校用の単元「わたしたちの

市の現在・過去・未来」によって提示する。それは，以後の小中高におけるヒスト

リー学習にとっても，メタヒストリー学習にとっても，重要な基盤となる見方を育む

ものであり，第３学年の内容(4)「市の様子の移り変わり」を活かす／生かす学習であ

る。

キーワード：「市の様子の移り変わり」，メタヒストリー学習，ヒストリー学習，小学校

中学年，地域学習

Ⅰ　はじめに

　小学校中学年の社会科教育では，過去について取り扱うヒストリー学習だけでなく，歴史という

過去に関する現在の表現について取り扱うメタヒストリー学習も，スタートさせる必要がある１）。

それは児童が身のまわりの既存の「歴史を史料や過去そのものと区別し，事実に基づいているとは

限らない現在の人為的な構築物と見なす見方」を学びとれるようにすることであり，そのためには

「現在における過去の認識の手がかりとしての史料の見方」，「現在とは異なるもの，現在につながる

ものとしての過去の見方」の学習が前提となる２）。

　そうであるならば，小学校中学年の歴史学習において単にメタヒストリー学習を導入するだけで

は済まない。小学校中学年の歴史学習は，大凡，過去の見方の学習に特化しているからである３）。

歴史の見方の学習は勿論のこと，史料の見方の学習さえ意図されていないのが，中学年の歴史学

習である。このような現状は，メタヒストリー学習を難しくするだけでなく，ヒストリー学習のス

タートとしても問題である。メタヒストリー学習を開始するには，その前提となるヒストリー学習

も改善しなければならず，中学年の歴史学習そのものを再構築しなければならない。以後の小中高

におけるヒストリー学習とメタヒストリー学習の何れにとっても重要な基盤となる見方を育むため
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の再構築をねらうわけである。

　小学校中学年においてヒストリー学習と結びつけてメタヒストリー学習を可能にする基本方略は，

すでに服部（2020）において，ドイツの事実教授教科書の分析によって明らかにされている４）。そ

こで本稿では，2017年告示の小学校学習指導要領に基づく中学年社会科教育の脈絡において実際，

ヒストリー学習とともにメタヒストリー学習をどうスタートさせることができるか，第３学年の内

容(4)「市の様子の移り変わり」の単元開発を通して具体的に提示したい。最低基準としての小学校

学習指導要領にこたえつつ，中学年におけるメタヒストリー学習の基本方略に従い，第３学年とい

う社会科開始学年における実現化の可能性を明らかにすることが，本稿の課題である。

　以下，Ⅱで，小学校中学年におけるメタヒストリー学習の基本方略について整理し，Ⅲで，小学

校学習指導要領における「市の様子の移り変わり」のねらいや位置づけを把握する。その上で，Ⅳ

で，史料・過去・歴史の見方についての学習を可能にする１つのモデルとして，甲府市内の小学校

用の単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の基本構成を示し，Ⅴで，その各パートにおける

学習指導について説明しよう。

Ⅱ　小学校中学年における初発的なメタヒストリー学習の基本方略

　小学校中学年における初発的なメタヒストリー学習の基本方略について，服部（2020）に従って

確認しておこう。その骨子は，次の５点にまとめられる５）。

①「身のまわりの広義の歴史を過去そのものと混同せず虚実を見極めようとする疑問の眼の育成を

目指すこと」

②「疑問の眼をその根幹となって導く歴史の見方として，過去そのものとも過去の史料とも違って

現在において人為的にうみだされているという見方を教育内容とすること」

③「児童が興味関心をもつことのできる過去の事柄と，その事柄について扱った身近な媒体による

フィクション性が高い広義の歴史とを教材として組み合わせ，再構築的なヒストリー学習を踏ま

えて脱構築的なメタ・ヒストリー学習へ進む一連の過程を構成すること」

④「そのような一連の過程に児童を導き入れるだけでなく，児童自身が広義の歴史の有り様を議論

の構造に従って分析し，疑問視という向きあい方を遂行することで歴史の見方を身につけられる

ようにすること」

⑤「児童が広義の歴史を史料や過去そのものと区別して捉えられるよう」，また，「議論の構造に従っ

て広義の歴史を分析し対象化するために，史料の見方や過去の見方を投入し活用できるよう」，

「史料の見方と過去の見方の学習を先行させること，児童にとってアプローチできる身近で具体

的な教材を取り上げ，児童自身による追究活動によって新たな見方を実践的に体得させること」

　このような基本方略は，広義の歴史に対する疑問の眼を育むことを目指し，そのために図表１の

通り，マクロとミクロの２つのレベルでヒストリー学習とメタヒストリー学習を結びつけることに

より，史料や過去との区別に基づく歴史の見方を学びとれるようにするものである。

　単元全体のマクロレベルでは，歴史の見方を学ぶメタヒストリー学習の前提として，史料の見方，

過去の見方を学ぶヒストリー学習を先行させる。身のまわりの歴史を現在においてつくられている

ものとみなすことは，史料・過去・歴史の違いや関係に気づくことでもある。そこで，児童自身が

追究活動によって史料・過去の見方を学びとるヒストリー学習を先行させ，既存の歴史の見方を学

ぶメタヒストリー学習を準備する。
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　そのメタヒストリー学習を進めるミクロレベルでも，ヒストリー学習を組み込む。児童が興味関

心をもてる過去の事柄を扱うヒストリー学習と，その事柄を扱ったフィクション性が高い身のまわ

りの歴史を扱うメタヒストリー学習を連続化させる。それらによって議論の構造６）に基づく分析を

協同的に関係づくることにより，児童自身が広義の歴史について取り組み，その人為的な構築性に

気づくことができるようにする。過去の理解を踏まえて既存の歴史を分析することで疑問視する見

方を学べるようにするわけである。

　このような基本方略に従い，第３学年の(4)「市の様子の移り変わり」でヒストリー学習とともに

メタヒストリー学習をどうスタートさせることができるだろうか。次章では第３学年の(4)「市の様

子の移り変わり」のねらいや位置づけを確かめておこう。

Ⅲ　小学校社会科における小３「市の様子の移り変わり」

　第３学年の社会科では，「自分たちの市を中心とした地域の社会生活」７）の学習が展開される。そ

の１つの内容項目である(4)「市の様子の移り変わり」のねらいや位置づけについて確かめよう。

　小学校学習指導要領において(4)「市の様子の移り変わり」で求められていることは，「交通や公

共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違いに着目し」，「聞き取り調査をしたり地

図などの資料で調べたりして，年表などにまとめること」，それらによって「市や人々の生活の様子

を捉え，それらの変化を考え，表現すること」を通じて，「市や人々の生活の様子は，時間の経過に

伴い，移り変わってきたことを理解すること」である８）。

　このような(4)「市の様子の移り変わり」は，第３学年社会科における最後の項目である。(1)「身

近な地域や市区町村の様子」という「地理的環境と人々の生活」中心の学習，(2)「地域に見られる

生産や販売の仕事」や(3)「地域の安全を守る働き」という「現代社会の仕組みや働きと人々の生

活」中心の学習が先行する。それらによる地域の現状についての学習を踏まえて取り組む学習とし

て，(4)「市の様子の移り変わり」という「歴史と人々の生活」中心の学習が位置づけられている９）。

この学年の最後の項目という位置づけに基づけば，「自分たちの市を中心とした地域の社会生活」の

“これまで”をわかる学習とともに，“これから”を考える学習も必要といえるだろう10）。

　一方，小学校社会科の全体を見通すならば，(4)「市の様子の移り変わり」は「歴史と人々の生活」

の学習の最初の項目でもある。そうであるならば，以後の小中高における歴史学習の基盤となる見

方を児童に育むことが求められる。それは，過去の見方だけではなかろう。史料の見方，歴史の見

方も，この項目で学びとれるようにすることが肝要であろう。

図表１　ヒストリー学習・メタヒストリー学習の二重構造
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　(4)「市の様子の移り変わり」は「自分たちの市を中心とした地域の社会生活」について，「移り

変わり」という観点から歴史的にアプローチすることを主眼とする項目である。それは第３学年の

社会科における最後の項目であると同時に，小学校の社会科における「歴史と人々の生活」の学習

の最初の項目でもある。児童が市の様子の現在と過去を捉えるだけでなく，それを踏まえて未来を

考えることも可能にする必要があるし，過去の見方を学ぶだけでなく，史料の見方や歴史の見方を

学ぶこともできるようにする必要がある。それらを解決できる単元「わたしたちの市の現在・過去・

未来」へと考察をすすめよう。

Ⅳ　単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の基本構成

　甲府市内の小学校用の単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の概要を図表２に示そう11）。

図表２　単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の概要

基本展開 各時の主な問い 主な内容

パ
ー
ト
Ⅰ
（
１
時
間
）

単
元
問
題
の
設
定

地域の

今につ

いての

先行の

学習の

振り返

り

地
域
の
現
在
・
過
去
・
未
来
の
学
習

・甲府市についての２学期までの学習をふりかえろう。

◎甲府市の様子は，これまでにどのように変わってきたのだろうか，

また，これからはどのように変えていくとよいだろうか。

・過去の様子について知るために，何をたよりにするとよいだろうか，

思いつくものを挙げてみましょう。

現在の

地域の

様子の

確認

過去の

様子に

関する

身のま

わりの

様々な

存在

パ
ー
ト
Ⅱ
（
４
時
間
）

単
元
問
題
の
追
究

地域の

これま

での変

化 ( 既

存の有

り様)

につい

ての学

習

（ ヒ ス

トリー

学習）

・身近な大人から聞いた過去の生活の様子について発表しよう。（家庭

等での聞き取りを踏まえての発表）

・身近な大人に聞いたことに間違いがないか確かめたり，もっと詳し

く知ったり，もっと昔のことを知ったりするには，どうすればよい

のだろうか。

○わたしたちの身のまわりの道具はどのように変わり，それとともに

生活の様子はどのように変わってきたのだろうか。

生活の

様子の

移り変

わり（現

在の生

活の様

子の特

色）の

認識

過去を

知るた

めの手

がかり

として

の史料

の見方

・洗濯の道具はどのように変わってきたのだろうか。

・身のまわりの道具の変化とともに生活の様子はどのように変わって

きたのだろうか。

・どうしてわたしたちは直接体験できない過去の様子を知ることがで

きたのだろうか。

パ
ー
ト
Ⅲ
（
８
時
間
）

・甲府市が誕生した約130年前にくらべて，市の人口が６倍にもなった

理由は何だろうか，予想してみよう。

○甲府市誕生後の約130年間で，市の様子はどのように変わってきたの

だろうか。

地域の

様子の

移り変

わり（現

在の地

域の様

子の特

色）の

認識

現在と

異なる

もの，

現在に

つなが

るもの

として

の過去

の見方

・土地の使われ方は，どのように変わってきたのだろうか。

・土地の使われ方の変化は，交通の変化と結びつきがあるのだろうか。

・土地の使われ方の変化は，公共施設の変化と結びつきがあるのだろ

うか。

・隣りの地域では人口が増えているのに，住みやすい地域になってき

たはずの甲府市の人口が平成期の途中から減ってきたのは，どうい

う理由からだろうか。
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単
元
問
題
の
追
究

地
域
の
現
在
・
過
去
・
未
来
の
学
習

・これまでの学習をふりかえり，自分が大切だと思うことを中心に年

表を作ろう。

・年表をどこかで２つの時期に分けるとしたら，どこで分けるとよい

だろうか。

・過去と現在の甲府市の様子の「ちがい」と「つながり」は何だろう

か。

パ
ー
ト
Ⅳ
（
５
時
間
）

地域の

これか

らの変

化 ( 新

たな在

り方)

につい

ての学

習

（ メ タ

ヒスト

リー学

習）

・甲府市の500年記念事業とは何だろうか。

○甲府市をより多くの人たちが住みたくなる地域，住みつづけたくな

る地域，一度離れても戻りたくなる地域にしていくために，何が必

要だろうか，甲府市が力を入れているこうふ開府・信玄公生誕500年

記念事業を通して考えよう。

・この500年記念事業で多く取り上げられている武田信玄とは，誰だろ

うか。どのような姿をしていたのだろうか。

これか

らの地

域づく

りの判

断

現在に

おいて

人為的

につく

られる

表現と

しての

歴史の

見方

・500年記念事業のウェブサイトに描かれている武田信玄の姿にはどの

ような特色があるだろうか。

・500年記念事業で武田信玄を多く取り上げ，事実でないことも含めて

格好良く描いているのは，どういう理由からなのだろうか。

・他にも，武田信玄など過去の事柄について現在の人が表現している

ものが身のまわりにあるだろうか。

・500年記念事業は，甲府市を住みたくなる地域，住みつづけたくなる

地域，一度離れても戻りたくなる地域にしていくために役立つだろ

うか。

・甲府市を住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，一度離れて

も戻りたくなる地域にしていくために一番力を入れなければならな

いことを，甲府市の７つの「元気スタイル」から選ぶとしたら，そ

れは何だろうか。

（服部・神戸・菊島作成。なお，本図表において学習問題等を示すにあたって便宜上，小学校第３学年までに学習しない漢字も使

用している。実際の授業では，学習問題等を板書する際，小学校第３学年までに学習する漢字のみを使用する。）

　このような単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」でも，小学校学習指導要領の第３学年の

内容(4)に掲げられている知識・技能，思考力・判断力・表現力等を目指す。尤も，市の様子の移り

変わりの学習のみに留めない。市の現在の様子を過去との対比や関連づけによって相対化し，地域

づくりの今後の課題を意識することとともに，その課題に対応する市の取り組みを鵜呑みにせず吟

味しようとすることも目指す。さらに，これらに加え，身のまわりの広義の歴史に対して疑問の眼

をもつことを目指す。

　中心内容は，過去と異なる，過去とつながる現在の市の様子の特色の認識と，地域づくりの取り

組みの意義や課題の判断，そして，現在において過去について知るための手がかりとしての史料の

見方，現在と異なるもの，現在につながるものとしての過去の見方，現在の人たちによってつくら

れる過去についての表現としての歴史の見方である。

　そのために全体を４つのパートで構成する。第３学年での地域の今についての先行の学習を踏ま

え，地域の“これまで”と“これから”についての学習を展開させる。それは図表３の通り，ヒス

トリー学習からメタヒストリー学習への移行と連動するようになっている。

　先ず，パートⅠでは，地域の今についての先行の学習を振り返った上で，「甲府市の様子は，これ

までにどのように変わってきたのだろうか，また，これからはどのように変えていくとよいだろう

か」という単元全体の学習問題を設定する。パートⅡ～Ⅳでは，この学習問題を追究していくこと

になる。
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図表３　単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の基本展開

　パートⅡでは，「わたしたちの身のまわりの道具はどのように変わり，それとともに生活の様子は

どのように変わってきたのだろうか」という問いのもと，生活道具の変化に着目して生活の移り変

わりに気づくとともに，それを通して史料の見方を学ぶ。パートⅢでは，「甲府市誕生後の130年間

で，市の様子はどのように変わってきたのだろうか」という問いのもと，地域の移り変わりを探る

とともに，それを通して過去の見方を学ぶ。このようにパートⅡ・Ⅲは，地域のこれまでの変化す

なわち既存の有り様について取り組む学習であり12)，ヒストリー学習である。

　パートⅣでは，「甲府市をより多くの人たちが住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，一度

離れても戻りたくなる地域にしていくために，何が必要だろうか，甲府市が力を入れているこうふ

開府・信玄公生誕500年記念事業を通して考えよう」という問いのもと，歴史を利用する地域づくり

の事業を吟味し，地域づくりの取り組みの意義や課題について考え，それを通して過去を扱った既

存の歴史の見方を学ぶ。このパートⅣは，地域のこれからの変化すなわち新たな在り方について取

り組む学習であり，ヒストリー学習を踏まえたメタヒストリー学習をその中核とする。

　単元全体として，問題の設定・追究という展開をとり，地域の現状についての学習の振り返りか

ら，ヒストリー学習に基づく地域のこれまでの変化の学習，メタヒストリー学習を中核とする地域

のこれからの変化の学習へ進め，児童は地域の現在・過去・未来について取り組む。そうして，そ

れらを通して，市の様子の移り変わりの認識，地域づくりの取り組みの意義や課題の判断とともに，

史料の見方，過去の見方，歴史の見方を学んでいくわけである。

　このような４パート構成において，メタヒストリー学習を行うのは，パートⅣである。このパー

トⅣにおける広義の歴史の分析は，図表４のように，ヒストリー学習とメタヒストリー学習によっ

て議論の構造に基づく分析を可能にするものである。

　このパートⅣでは，①「この500年記念事業で多く取り上げられている武田信玄とは，誰だろう

か。どのような姿をしていたのだろうか」という問いにより，武田信玄の姿について，肖像画等の

史料から何がわかり，何がわからないかをつかむ。その上で，②「500年記念事業のウェブサイト

に描かれている武田信玄の姿にはどのような特色があるだろうか」という問いにより，①の問いに

従って把握したことを踏まえ，甲府市のこうふ開府・信玄公生誕500年記念事業のウェブサイト13）

における武田信玄の描き方を特色づける。そうして，③「500年記念事業で武田信玄を多く取り上
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図表４　パートⅣにおける議論の構造に基づく広義の歴史の分析

げ，事実でないことも含めて格好良く描いているのは，どういう理由からなのだろうか」という問

いにより，事業のねらいと結びつけつつ，武田信玄の描き方の理由を考える。

　このように①のヒストリー学習を踏まえた②③というメタヒストリー学習により，議論の構造に

基づく分析を導き，児童が武田信玄の表現が現在の人によって意図をもってつくられていることに

気づくことができるようにする。また，「他にも，武田信玄など過去の事柄について現在の人が表現

しているものが身のまわりにあるだろうか」と問いかけ，そのような見方を用いて身のまわりの他

の既存の歴史に意識を向けてみるように促す。さらに，このような500年記念事業における身近な既

存の歴史の分析を踏まえ，このパートⅣでは500年記念事業の点検などを通して地域の新たな在り方

についての学習を展開していく。

Ⅴ　単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の各パートにおける
　　学習指導

　「わたしたちの市の現在・過去・未来」のパートⅠからパートⅣまでの各パートにおける学習指導

について順次，説明しよう。

１．パートⅠにおける学習指導

　パートⅠ（第１時）における学習指導について，教師の主な発問・指示と児童の考察内容によっ

て示したものが，図表５である。

図表５　パートⅠの概要　

時 主な発問・指示 主な考察内容

第
１
時

甲府市についての２学期までの学習をふりかえろう。

・「市の様子」の学習では，どんなことを学びましたか。

・「地域に見られる生産や販売の仕事」の学習では，どんなことを学びましたか。

・「地域の安全を守る働き」の学習では，どんなことを学びましたか。

・甲府市の現在の様子は過去も同じだったでしょうか，未来も同じままでしょう

か，どう思いますか。

地域の現在の様子の確認

（第３学年における先行

の学習の振り返り）

地域の過去の様子と未来

の様子の想像
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◎甲府市の様子は，これまでにどのように変わってきたのだろうか，また，これ

からはどのように変えていくとよいだろうか。

・まずは，これまでにどのように変わってきたかを追究していきましょう。過去

の様子について知るために，何をたよりにするとよいだろうか，思いつくもの

を挙げてみましょう。

過去について知るための

手がかりの予想

（服部・神戸・菊島作成）

　パートⅠでは，「甲府市の様子は，これまでにどのように変わってきたのだろうか，また，これか

らはどのように変えていくとよいだろうか」という単元全体の学習問題を設定する。

　そのために，最初に，先行の「市の様子」の学習，「地域に見られる生産や販売の仕事」の学習，

「地域の安全を守る働き」の学習を振り返らせる。それらの学習で学んだ地域の現在の様子について

確認させる。

　その上で，地域の過去の様子と未来の様子を想像させ，単元全体の学習問題を設定する。これま

での変化について追究し，その後にこれからの変化について追究するという本単元の学習の見通し

をもたせる。

　最後に，これまでの変化についての追究を開始するにあたり，過去の様子について知るために何

をたよりにするとよいか，フィクション性が高いものを含め，思いつくものを挙げさせる。その１

つとして，その当時の様子を実際に体験・実見した人からの聞き取りという意見を引きだし，次時

に向けて身近な大人が子どもであった頃の生活の様子をインタビューし，調査シートにまとめてお

くよう，児童に指示しておく。

２．パートⅡにおける学習指導

　パートⅡ（第２時～第５時）における学習指導について，教師の主な発問・指示と児童の考察内

容によって示したものが，図表６である。

図表６　パートⅡの概要　

時 主な発問・指示 主な考察内容

第
２
時

※事前に，身近な大人が子どもであった頃の生活の様子をインタビューし，調査

シートにまとめておくよう，児童に指示しておく。

身近な大人から聞いた過去の生活の様子について発表しよう。

・過去の生活の様子のなかで，現在と違うことはありましたか。

身近な大人に聞いたことに間違いがないか確かめたり，もっと詳しく知ったり，

もっと昔のことを知ったりするには，どうすればよいだろうか。

・この広告を見てください。これは，今から約70年前，1950年代前半（昭和20

年代後半）の新聞に載っていたものです。これは何の広告ですか。誰に向け

て，洗濯機のどういう良さを伝えようとしていますか。この広告から，その他

に，どんなことが読み取れますか。

・この写真を見てください。これは，今から約60年前，1950年代後半（昭和30

年代前半）の写真です。この写真に洗濯機と一緒に写っている女性に吹き出し

をつけるとしたら，どんなことを話すでしょうか。

・過去の新聞の広告や過去の写真は，わたしたちにとってどんなことに役立ちま

したか。

・広告や写真により，洗濯板よりも便利だけど，現在とはずいぶん違うずっと以

前の洗濯機，洗濯機が当たり前のようにある現在とは違う生活の様子について

気づくことができましたね。皆さんはどんなことに興味や疑問を持ちました

か。

過去の生活の様子につい

てのインタビュー内容の

紹介

過去についてアプローチ

する手段の検討

過去の洗濯道具の新聞広

告・スナップ写真の読解

史料の役割への着目

新たな興味・疑問
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○わたしたちの身のまわりの道具はどのように変わり，それとともに生活の様子

はどのように変わってきたのだろうか。

第
３
時

洗濯の道具はどのように変わってきたのだろうか。

・ここに，前の時間に見た昭和20年代後半の洗濯機の広告から，現在の洗濯機の

広告までの間の，別々の３つの時期の洗濯機の広告があります。これらの新聞

広告を古い順に並びかえてみましょう。

・広告が載っている新聞の発行日を見て，順序を確かめましょう。

・それぞれの広告には，前の時期の洗濯機とくらべてどんな違いがあるとか，ど

んなところが良いとか書かれていますか。（昭和20年代後半とくらべて，昭和

30年代前半の洗濯機はどうでしょうか。昭和30年代前半とくらべて，昭和30

年代後半の洗濯機はどうでしょうか。昭和30年代後半とくらべて，昭和40年

代の洗濯機はどうでしょうか。）

・以前の洗濯機とくらべると，現在の洗濯機にはどんな特徴がありますか。

・過去から現在までの洗濯の道具の変化について，変化のポイントを短い言葉で

表すとすると，どんな言葉でまとめられるでしょうか。

各時期の新聞広告による

洗濯道具の進化の読み取

り

進化の傾向性の解釈

第
４
時

・壁にはった道具年表を見てください。洗濯の道具の移り変わりをどんな言葉に

まとめたか，振り返ってみましょう。

身のまわりの道具の変化とともに生活の様子はどのように変わってきたのだろう

か。

・道具において，過去と現在で変わったことは何ですか。変わっていないことも

ありますか。道具を使う人たちの思いや道具を作る人たちの仕事への思いはど

うでしょうか。

・生活の様子において，変わったことはありますか。変わっていないこともあり

ますか。道具年表や身近な大人へのインタビューをもとに考えてみましょう。

・道具の変わったことや変わっていないことと，生活の様子の変わったことや変

わっていないこととの間には，何かつながりがあるでしょうか。

・現在の生活の様子にはどんな特色があるでしょうか。

道具の変化の確認

生活の変化の確認

道具の変化と生活の変化

の関連づけ

現在の生活の特色づけ

第
５
時

どうしてわたしたちは直接体験できない過去の様子を知ることができたのだろう

か。

・これまでの３時間の授業でわたしたちは，過去のことを知るためにどんなもの

をたよりにしてきたでしょうか。

・当時の様子を体験した人の話，当時の道具，当時の写真，当時の印刷物（新

聞，新聞広告）には，どんな共通点がありますか。これらのものと，社会科の

教科書や資料集にのっているイラストとは，何が違うでしょうか。

・過去のことを知ろう，確かめようとするわたしたちは，当時の様子を体験した

人の話，当時の道具，当時の写真，当時の印刷物をどういうものとして利用し

たといえるでしょうか。

・どうしてわたしたちは１つだけでなく，いろいろな歴史資料（史料）を使っ

たのでしょうか。当時の様子を体験した人の話，当時の道具，当時の写真，当

時の印刷物など，歴史資料（史料）を使ってもわからないことはあるでしょう

か。

・皆さんの身のまわりにあるものの中で，100年後の人たちが現在の皆さんの様

子を知るためにどんなものを歴史資料（史料）として利用しそうか，予想して

みましょう。

過去について知る上での

史料の役割の検討

過去について知る上での

史料の限界の検討

　パートⅡでは，「わたしたちの身のまわりの道具はどのように変わり，それとともに生活の様子は

どのように変わってきたのだろうか」という問いのもと，地域における生活の様子の移り変わりに

ついて追究させる。第２時でこの問いを立て，第３・４時で追究させ，第５時で振り返らせるとと

もに，史料の役割や限界について検討させる。

　先ず，第２時では，過去の生活の様子について知るための一つの手立てとして行った身近な大人

へのインタビュー内容を紹介させた上で，それを確認・補足できる手段について考えさせる。そう

（神戸・服部・菊島作成）
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して，洗濯板との違いを強調している初期の洗濯機の新聞広告，自慢そうに洗濯機の横に立つ女性

のスナップ写真14）を読み解かせることで，史料の役割に目を向けさせる。とともに，各自の興味や

疑問について発表させ，パートⅡの問題を立てる。

　第３時では，洗濯機の新聞広告の時間順による並びかえ，新聞広告による洗濯機の進化の読み取

りに取り組ませ，それらを踏まえて現在の洗濯機の特色を考えさせる。そうして，洗濯板から現在

の洗濯機までの洗濯道具の変化を短い言葉で表現させる。

　第４時では，教師が用意する道具年表，身近な大人へのインタビュー内容のシートなどをもとに，

道具の変化，生活の変化について再確認させ，道具の変化と生活の変化とを関連づけさせる。そう

して，過去とのちがいやつながりを意識させつつ，現在の生活の様子を特色づけさせる。

　最後の第５時では，生活の様子の移り変わりについて追究してきた以上の学習を振り返らせ，そ

の中で自分たちが過去について知るためにたよりにしたものを挙げさせ，史料の役割と限界とにつ

いて検討させる。100年後の人たちが今の自分たちの様子を知るためにどんなものを史料として利用

しそうかも予想させてみる15）。この時間では，第４時までの追究を踏まえ，過去について知る手が

かりとしての史料の見方を持てるようにするわけである。

　このようにパートⅡでは，「わたしたちの身のまわりの道具はどのように変わり，それとともに生

活の様子はどのように変わってきたのだろうか」という問いのもと，児童が生活道具に着目して生

活の移り変わりに気づくとともに，それを通して，過去について知るための手がかりとしての史料

の見方を学ぶことができるよう指導する。

３．パートⅢにおける学習指導

　パートⅢ（第６時～第13時）における教師の主な発問・指示と児童の考察内容は，図表７のよう

にまとめられる。

図表７　パートⅢの概要　

時 主な発問・指示 主な考察内容

第
６
時

・甲府市という市は何年に誕生したか，当時の新聞記事で確認してみましょう。

・甲府市が誕生してから約130年がたち，甲府市はどう変わったと予想しますか。

・本当に人口が増えたのでしょうか。現在の甲府市には，皆さんを含めて18万人

以上の人たちが住んでいますが，甲府市が誕生した頃には何人くらいの人たち

が住んでいたでしょうか。

甲府市が誕生した約130年前にくらべて，市の人口が６倍にもなった理由は何だ

ろうか，予想してみよう。

・本当に甲府市の範囲が広くなったのでしょうか。約130年前に誕生した頃の甲

府市は実際，今よりもかなり狭い範囲でしたが，今のどの辺りだったでしょう

か。

・現在までまわりの町や村と何度か合併を繰り返すことで甲府市の範囲はだんだ

んと広くなってきましたが，それだけが人口の増加の理由なのでしょうか。人

口の移り変わりのグラフと合併の年表を突き合わせて，確かめてみましょう。

・現在の甲府市の範囲に住む人口が約130年前よりも増えた理由は何なのでしょ

うか。多くの人はどんなところに住みたいと思うか，どんなところならば多く

の人が住めるかを考えて，人口が増えた理由を予想してみましょう。

・何をたよりにして確かめたり調べたりするとよいでしょうか。

○甲府市誕生後の約130年間で，市の様子はどのように変わってきたのだろうか。

人口の変化の確認

人口の変化の理由の予想

市域の変化の確認

市域変化以外の人口の変

化の理由の予想
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第
７
時

・甲府市内の同じ場所を写した過去と現在の写真を見くらべてください。これは

どこでしょうか。どのように変化しましたか。

土地の使われ方は，どのように変わってきたのだろうか。

・これらの地図はいつ作られたものと書かれていますか。明治期に作られた古い

地図と現在の新しい地図とを見くらべてみましょう。

・わたしたちの学校がある辺りの土地の使われ方は変わったか，変わっていない

か，どちらですか。

・古い地図と現在の地図とを見くらべ，どの辺りで，何が，どうなったか，変化

を見つけましょう。

・土地の使われ方の変化と人口の増加とには，結びつきがあるでしょうか。どん

な結びつきがあるでしょうか。

・住宅の多い地区の広がり，店の集まる地区の広がり，工場の集まる地区の広が

りにはどんな訳があったか，予想してみましょう。

新旧地図の対比による土

地利用の変化の把握

人口増加と土地利用の変

化の関連性の解釈

第
８
時

土地の使われ方の変化は，交通の変化と結びつきがあるのだろうか。

・明治期に作られた古い地図と現在の新しい甲府市の地図を見くらべ，交通の様

子の変化を見つけましょう。

・鉄道や大きな道路はいつできたものか，甲府市の年表で確認しましょう。

・それらの鉄道や道路は，甲府市のどこを走り，市外のどことつながるものです

か。

・鉄道ができる前，道路ができる前は，人が移動したり物を運んだりするとき，

どうしていたのでしょうか。

・鉄道ができたことで，道路ができたことで，どういう人にとって何が良くなっ

たでしょうか。それらによって土地の使われ方にどんな変化が生まれたでしょ

うか。

・現在，駅から離れたところに多くの人が住んでいますが，不便ではないので

しょうか。

・甲府市の交通の変化と土地の使われ方の変化とには，どんな結びつきがあるで

しょうか。

新旧地図の対比による交

通の変化の把握

交通の変化と土地利用の

変化（人口の増加）との

関連性の解釈

第
９
時

土地の使われ方の変化は，公共施設の変化と結びつきがあるのだろうか。

・わたしたちの小学校はいつ創られたのでしょうか。明治期から昭和前期までに

創られたのでしょうか，それとも昭和後期から平成期までに創られたのでしょ

うか。学校に残る古い記録を見てみましょう。

・明治期から昭和前期までに創られた小学校，昭和後期から平成期までに創られ

た小学校はそれぞれ，どの辺りに多いと思いますか。昭和前期の地図と平成期

の地図を見くらべて，予想を確かめましょう。

・それまで小学校がなかった辺りに新しく小学校が創られたのは，どういう訳で

しょうか。開校を伝える当時の新聞記事をもとに，予想を確かめましょう。

・小学校を創るためには多くのお金がかかるのに，それでも新しく創ったのは，

小学校が人々にとってどういう施設だからでしょうか。

・小学校を創るためには多くのお金がかかるのに，どうしてたくさん創ることが

できたのでしょうか。どういう施設だから税金で創ったのでしょうか。

・住民皆にとって，なくてはならない公共施設として，他に何が挙げられます

か。消防署・出張所の広がり方も小学校の場合と同じか，年表で確かめましょ

う。

・甲府市の公共施設の変化と土地の使われ方の変化とには，どんな結びつきがあ

るでしょうか。

・甲府市の様子はどのように変化してきたとまとめられるでしょうか。そのよう

な変化と生活の様子の変化とには結びつきがあるでしょうか。

昭和後期・平成期におけ

る周辺部での小学校の増

加の把握

小学校の増加の理由・条

件の解釈

他の公共施設の増加への

応用

公共施設の変化と土地利

用の変化（人口の増加）

との関連性の解釈

都市的な生活や様子の広

がりの把握

第
10
時

・甲府市の人口は，1945年に戦争・空襲のために減少したこと以外，ずっと増え

続けてきたのでしょうか。隣りの市や町の人口はどうでしょうか。

隣りの地域では人口が増えているのに，住みやすい地域になってきたはずの甲府

市の人口が平成期の途中から減ってきたのは，どういう理由からだろうか。

近年の人口減少の把握
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・平成期の初め頃の古い地域副読本と現在の新しい地域副読本の小学校一覧を見

くらべましょう。甲府市の中心部では，平成期にどういう変化が生じ，そのた

めに何が行われたということがわかりますか。

・中心部で小学校を統廃合しなければならないほどに子どもが減ってきた訳とし

て，日本全体で子どもの数が減ってきたことに加え，子育てにあたっている大

人や将来子育てにあたる若者でどこに住む人が増えてきたことが挙げられるで

しょうか。

・中心部から離れた一帯，隣りの地域に移り住む人が増えてきたのはどういう訳

でしょうか。それらの辺りで平成期に何か変化があったのか，当時の新聞記事

を読んでみましょう。

・中心部から離れた一帯，隣りの市や町に移り住む人が増えてきた訳は，平成期

に大きなショッピングセンターが次々とできたことだけでしょうか。

・甲府市から東京など山梨県外に移り住む若者が多いのはどういう訳でしょう

か。

・甲府市の人口が今後も減っていくとしたら，甲府市に住むわたしたちにとって

何か困ることがあるでしょうか。皆で話し合ってみましょう。

新旧の地域副読本の対比

による中心部の少子化の

把握

周辺部・隣接市町への人

口移動の理由の解釈（土

地利用・交通・公共施

設・生活の変化という視

点の活用）

人口減少の問題性の検討

第
11
時

これまでの学習をふりかえり，自分が大切だと思うことを中心に年表を作ろう。

・甲府市の人口，市の範囲（市域），土地の使われ方，交通，公共施設の移り変

わりのそれぞれについて，これまで学習してきた事柄の中から自分が大切だと

思うことを年表シートに書き入れましょう。

・年表シートに自分が書き入れた事柄の中で，すでに年表の中に書かれている道

具の変化，生活の変化と関連すると考えられるものはありますか。

市の様子の移り変わりの

年表作成

第
12
時

年表をどこかで２つの時期に分けるとしたら，どこで分けるとよいだろうか。

・もしも，現在の甲府市の様子にいたる上で一番重要な変化があったところで，

この年表を２つの時期に分けるとしたら，どこで分けるとよいでしょうか。

・どこを分け目に選んだか，クラスの皆の考えを聞いてみましょう。

・話し合いを参考にして，自分の考えを書きましょう。

時期区分による市の様子

の移り変わりの解釈

第
13
時

過去と現在の甲府市の様子の「ちがい」と「つながり」は何だろうか。

・過去の甲府市の様子と現在の甲府市の様子には，どのような「ちがい」を見つ

けられますか。

・過去の甲府市の様子と現在の甲府市の様子には，どのような「つながり」を見

つけられますか。

・甲府市誕生後の約130年間で，市の様子はどのように変わってきたのだろうか，

という問題について，どのように答えるとよいでしょうか。

過去と現在の様子のちが

いとつながりの解釈

地域の様子の移り変わり

の解釈

（神戸・服部・菊島作成）

　パートⅢでは，「甲府市誕生後の約130年間で，市の様子はどのように変わってきたのだろうか」

という問いのもと，地域の様子の移り変わりについて追究させる。第６時で，人口の変化に着目さ

せることで，この問いを立てた後，第７～９時で，古い地図などの史料に基づき，土地の使われ方

の変化，交通の変化，公共施設の変化という視点から，人口増加について追究させ，第10時ではそ

れらの諸視点の活用により，今度は近年の人口減少について追究させる。さらに，第11・12時では，

地域の様子の移り変わりの年表作成と時期区分に取り組ませる。最後に，以上を踏まえ，第13時で，

過去と現在の地域の様子の「ちがい」と「つながり」を見つけさせ，地域の様子の移り変わりをと

らえさせる。

　第６時では，甲府市が誕生した約130年前にくらべて市の人口が６倍にもなった理由を予想させた

上で，合併による市域の拡大だけが人口増加の理由ではないことに気づかせる。そして，現在の甲

府市の範囲に住む人口が増えた理由について，多くの人はどんなところに住みたいと思うか，どん

なところならば多くの人が住めるかに留意して予想させ，このパートの問いを立てる。

　第７時では，明治期の古い地図(拡大図)と現在の新しい地図(拡大図)との対比により，土地の
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使われ方の変化を把握させ，人口の増加と土地の使われ方の変化との関連性を解釈させる。そうし

て，住宅地区・商業地区・工業地区のそれぞれの広がりの理由を予想させ，次時以降に向けての課

題意識を喚起する。第８時では，明治期の古い地図(拡大図)と現在の新しい地図(拡大図)との対

比により，交通の変化を把握させる。その上で，交通の変化と土地の使われ方の変化を関連づけさ

せる。第９時では，昭和前期の古い地図(拡大図)と平成期の新しい地図(拡大図)との対比により，

小学校の増加を把握させ，その理由を考えさせる。そして，他の公共施設に応用させ，公共施設の

変化と土地の使われ方の変化を関連づけさせる。第７時からの学習を踏まえ，都市的な生活や様子

が広がってきた変化についてとらえさせる。

　第10時では，平成期の途中に始まる人口減少について追究させる。新旧の地域副読本(社会科副

読本)の対比により，中心部における小学校の統廃合に気づかせ，周辺部・隣接市町への人口移動に

ついて扱う。郊外で相次いだ大型ショッピングセンターの建設について，当時の新聞記事16)によっ

て紹介した上で，大型ショッピングセンターの建設だけが理由かどうかを問うことで，新聞記事も

手がかりにしながら，土地利用・交通・公共施設・生活の変化という諸視点を活用して取り組ませ

る。さらに，人口の減少は問題なのか否か，何が問題なのかを考えさせる。

　第11時では，甲府市の人口，市域，土地の使われ方，交通，公共施設を項目とする年表を作らせ，

第12時では，もしも年表をどこかで２つの時期に分けるとしたらどこで分けるとよいかという時期

区分に取り組ませることにより17），地域の様子の移り変わりを解釈させる。

　最後に，第13時では，過去と現在の地域の様子の「ちがい」と「つながり」を見つけさせ，それ

を踏まえて改めて，地域の様子の移り変わりについてまとめさせる。

　このようにパートⅢでは，「甲府市誕生後の130年間で，市の様子はどのように変わってきたのだ

ろうか」という問いのもと，児童が史料を用いて地域の移り変わりを探るとともに，それを通して，

現在と異なるもの，現在につながるものとしての過去の見方を学ぶことができるよう指導する。

４．パートⅣにおける学習指導

　パートⅣ（第14時～第18時）における教師の主な発問・指示と児童の考察内容は，図表８の通り

である。

図表８　パートⅣの概要　

時 主な発問・指示 主な考察内容

第
14
時

・2021年元旦の新聞に載っている甲府市長のあいさつを読みましょう。甲府市長

は何に力を入れると述べていますか。

甲府市の500年記念事業とは何だろうか。

・何から数えて500年なのでしょうか。

・500年記念事業のイベントについて，チラシから読み取りましょう。

○甲府市をより多くの人たちが住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，一

度離れても戻りたくなる地域にしていくために，何が必要だろうか，甲府市が

力を入れているこうふ開府・信玄公生誕500年記念事業を通して考えよう。

この500年記念事業で多く取り上げられている武田信玄とは，誰だろうか。どの

ような姿をしていたのだろうか。

・武田信玄とは，いつ頃の人物で，どんなことをした人物ですか。

・今に残る武田信玄の肖像画や兜から，信玄の実際の姿についてわかること，わ

からないことを挙げましょう。

こうふ開府・信玄公生誕

500年記念事業への着目

武田信玄の肖像画等によ

る人物像の把握

第
15
時

500年記念事業のウェブサイトに描かれている武田信玄の姿にはどのような特色

があるだろうか。
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・ウェブサイト「信玄公リターンズ」の登場人物は誰ですか。ウェブサイト「信

玄公リターンズ」の武田信玄を見て，どんな印象をもちますか。

・こちらの武田信玄が主人公のマンガと，こちらの別の人物が主人公のマンガ

とでは，同じ人物である武田信玄の描き方はどう違いますか。違う理由は何で

しょうか。

・ウェブサイト「信玄公リターンズ」の武田信玄は，どちらのマンガの信玄に近

いですか。

・一緒に描かれている真田幸村，猿飛佐助とは誰ですか。

・ウェブサイト「信玄公リターンズ」での武田信玄の描き方には，どのような特

色がありますか。

500年記念事業のウェブ

サイトにおける描き方へ

の着目

マンガにおける相異なる

描き方の発見

ウェブサイトにおける描

き方の特色理解

第
16
時

500年記念事業で武田信玄を多く取り上げ，事実でないことも含めて格好良く描

いているのは，どういう理由からなのだろうか。

・甲府や山梨の地域では過去にいろいろな人物が活躍したはずなのに，500年記

念事業で武田信玄を多く取り上げるのは，どういう訳でしょうか。

・ウェブサイト「信玄公リターンズ」の武田信玄を描いた作者は，武田信玄とい

う人物を見たことがあるでしょうか。事実でないことも含めて武田信玄を格好

良く描いているのは，どういう訳でしょうか。

・武田信玄を多く取り上げ，格好良く描くことで，どういうことをねらっている

のでしょうか。甲府市以外に住んでいる人たちに対するねらい，また，甲府市

に住んでいる人たちに対するねらいを考えましょう。

他にも，武田信玄など過去の事柄について現在の人が表現しているものが身のま

わりにあるだろうか。思いつくものを挙げましょう。

500年記念事業における

武田信玄の取り扱いのね

らいの解釈

身のまわりの広義の歴史

の意識

第
17
時

500年記念事業は，甲府市を住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，一度

離れても戻りたくなる地域にしていくために役立つだろうか。

・500年記念事業は観光客を引き寄せること，住民に誇りを持たせることのため

にどれくらい役立つでしょうか。

・あなたが東京など甲府市以外に住んでいるとしたら，500年記念事業のイベン

トで甲府市を訪れたことによって，甲府市に住みたいと思うでしょうか。

・甲府市に今住んでいるあなたは，500年記念事業のイベントに参加することに

よって，甲府市にずっと住みつづけたいと思うでしょうか。

・500年記念事業だけで甲府市を住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，

一度離れても戻りたくなる地域にすることはできるでしょうか。500年記念事

業はどういう点では役立ちそうですか，どういう点ではあまり役立ちそうでは

ありませんか。

・３年生のここまでの学習をもとに，甲府市を多くの人が住みたくなる地域，住

みつづけたくなる地域，一度離れても戻りたくなる地域にしていくために大事

なことは何だと思うか，挙げてみましょう。

地域づくりにとっての

500年記念事業の意義・

限界の評価

地域づくりの課題の列挙

第
18
時

・甲府市がどんな地域づくりを目指しているか，「こうふ未来創り重点戦略プロ

ジェクト」で掲げられている７つの「元気スタイル」を見てみましょう。

甲府市を住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，一度離れても戻りたくな

る地域にしていくために一番力を入れなければならないことを，甲府市の７つの

「元気スタイル」から選ぶとしたら，それは何だろうか。

・７つの「元気スタイル」のどれを一番として選ぶか，各自で考えた上で，皆で

話し合いましょう。

・最後に，これからの甲府市をどのように変化させていくとよいかについて，自

分の考えを書きましょう。

地域づくりの諸課題の比

較・関連づけによる今後

目指すべき在り方の検討

（菊島・服部・神戸作成）
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　パートⅣでは，パートⅡ・Ⅲでのこれまでの変化についての追究を踏まえ，これからの変化につ

いて考える。このパートの問いは，「甲府市をより多くの人たちが住みたくなる地域，住みつづけた

くなる地域，一度離れても戻りたくなる地域にしていくために，何が必要だろうか，甲府市が力を

入れているこうふ開府・信玄公生誕500年記念事業を通して考えよう」である。第14 ～ 16時で，武

田信玄の取り扱いの分析を中心に500年記念事業について検討させ，第17・18時で地域づくりの課

題について考えさせる。

　第14時では，新たな地域づくりに向け，甲府市長の発言から500年記念事業に着目させ，このパー

トの問いを立てる。そして，この事業で多く扱われている武田信玄について取り上げ，武田信玄の

姿について肖像画などの史料からわかることとわからないことを挙げさせる。第15時では，500年

記念事業のウェブサイトでの武田信玄の描き方について取り上げ，複数の対照的な歴史マンガの表

現18）を参考にしたり，史実とのズレに注目したりすることで特色づけさせる。第16時では，武田信

玄を多く扱ったり，事実でないことも含めて格好良く描いたりしている理由を，500年記念事業のね

らいに着目することで考えさせる。さらに，現在の人が武田信玄など過去の事柄について表現して

いる広義の歴史を列挙させ，身のまわりの既存の歴史に意識を向けさせる。

　第17時では，甲府市を住みたくなる地域，住みつづけたくなる地域，一度離れても戻りたくなる

地域にしていく上で500年記念事業が何に役立つか，何には役立たないかを吟味させ，評価づけさせ

る。その上で，ここまでの学習を踏まえて，よりよい地域づくりのための様々な課題を挙げさせる。

最後に，第18時では，甲府市の「こうふ未来創り重点戦略プロジェクト」19）で掲げられている７つ

の「元気スタイル」から，一番力を入れるべきと考えるものを選ばせ，話し合わせることにより，

それらの比較や関連づけを促し，今後目指すべき地域の在り方について考えさせる。

　このようにパートⅣでは，「甲府市をより多くの人たちが住みたくなる地域，住みつづけたくなる

地域，一度離れも戻りたくなる地域にしていくために，何が必要だろうか，甲府市が力を入れてい

るこうふ開府・信玄公生誕500年記念事業を通して考えよう」という問いのもと，児童が歴史を利用

する地域づくりの事業を吟味し，地域づくりの取り組みの意義や課題について考え，それを通して，

現在において人為的につくられる表現としての既存の歴史についての見方を学ぶことができるよう

指導する。

Ⅵ　おわりに－小３「市の様子の移り変わり」を活かす／生かす

　単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」の構成は，一見すると，(4)「市の様子の移り変わり」

の一般的な単元構成と似ているように見えるかもしれない。けれども，内実は大きく異なっている。

この単元は，過去の見方を学ばせるだけでなく，その前提として史料の見方を学ばせる。さらに，

史料・過去の見方を踏まえて，歴史の見方も学ばせるものである。

　その鍵が，ヒストリー学習とメタヒストリー学習の二重構造である。地域の今を起点とし，生活

道具の移り変わりに関する学習，地域の様子の移り変わりに関する学習，さらに新たな地域づくり

に関する学習へ展開する単元全体，そして，歴史を利用する地域づくりの事業の分析吟味によって

地域のこれからについて取り組む学習パートという両レベルで，ヒストリー学習とメタヒストリー

学習を組み合わせる。単元全体としてヒストリー学習を前提にしてメタヒストリー学習へ移行させ

るとともに，身のまわりの既存の歴史を分析するメタヒストリー学習においてもヒストリー学習を

組み込む。そのような単元構成によって，児童が地域の現在の様子を過去との対比や関連づけに

よって相対化し，地域づくりの今後の課題を意識すること，その課題に対応する地域の取り組みを

吟味しようとすることとともに，史料・過去・歴史の見方を学び，身のまわりの広義の歴史に対し
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て疑問の眼をもつことができるようにしている。

　このような単元「わたしたちの市の現在・過去・未来」は，中学年におけるメタヒストリー学習

の基本方略に従い，社会科開始学年である第３学年の内容(4)「市の様子の移り変わり」を活かす／

生かすものである。最低基準としての学習指導要領にこたえつつ，(4)「市の様子の移り変わり」を

メタヒストリー学習のために活かす。と同時に，(4)「市の様子の移り変わり」をメタヒストリー学

習によって生かし，その教育的意義を拡大する。現行の学習指導要領に基づく小学校社会科教育の

脈絡において，社会科開始学年でのメタヒストリー学習の導入とその前提となるヒストリー学習の

改善とを同時に可能にし，以後の小中高における歴史学習の重要な基盤となる史料・過去・歴史の

見方を学ぶことができるようにする単元のモデルが，この「わたしたちの市の現在・過去・未来」

である。

　2017年告示の小学校学習指導要領に基づく中学年社会科教育において，メタヒストリー学習を第

３学年でスタートさせることは可能である。新たに第４学年における可能性を探ることがさらなる

課題となろう。そうして，第６学年におけるメタヒストリー学習に関する先行研究20）を再検討し，

小学校社会科教育における歴史学習の再構築を進めていく必要があろう。
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